
「連

歌

作

例

「
連
歌
の
作
例
」
は
、
連
歌
の
付
様
の
種
々
相
を
例
句
を
挙
げ
て

説
い
た
字
書
で
あ
る
。
伝
本
に
は
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学

研
究
室
蔵
の
次
の
二
本
が
あ
る
。

〈
書
託
部
〉
と
〈
内
容
〉

一
、
国
文
学
の

σ
m
貴
重
書

縦
一
四
・
八
糎
×
横
二

0
・
0
糎
。
表
紙
無
地
、
練
椿
紙
、
左
端

題
答
に
「
連
歌
作
例
」
。
折
紙
顔
。
墨
付
一
九
枚
。
一
面
二
行

1

一
四
行
、
遊
紙
末
尾
に
一
枚
、
永
禄
十
一
年
戊
辰
七
月
日
の
奥
書
。

以
下
「
永
禄
本
」
と
称
す
。

は
じ
め
に
、
「
連
歌
作
例
い
に
し
へ
よ
り
注
せ
る
物
さ
ま
ざ
ま
待

り
し
か
は
あ
れ
と
師
の
説
を
う
け
ぬ
こ
と
は
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
み
ま

さ
り
て
心
を
も
え
か
た
し
こ
れ
は
心
さ
し
ふ
か
き
と
も
か
ら
よ
り

1
1先
達
に
く
は
し
く
聞
置
待
し
こ
と
ム
て
雨
の
夜
の
な
か
き
に
是

か
れ
き
し
よ
り
話
あ
へ
る
句
と
も
な
る
を
忘
却
を
さ
た
め
ん
た
め
に

と
も
し
火
の
も
と
に
で
か
き
と
L
む
る
者
也
」
の
序
文
を
お
い
て
、

次
に

さ
く
ら
そ
は
か
ぬ
峰
の
白
雲

考

重

松

巳

裕

青
柳
の
か
つ
ら
き
し
る
く
花
咲
て

是
は
そ
と
云
に
あ
た
り
て
付
る
と
そ
」
の
よ
う
に
例
句
を
挙
げ
て

そ
の
付
け
方
に
つ
い
て
の
解
説
を
加
え
る
。
例
句
と
そ
れ
に
添
え
る

解
説
と
を
一
項
目
と
す
る
と
、
所
収
項
は
八
四
項
、
例
句
数
は
一
五

二
句
で
あ
る
。
最
終
項
第
八
四
項
の
あ
と
に
丁
を
替
え
、
「
控
仏
も
知

ぬ
時
も
あ
り
け
り
／
す
め
ら
き
の
は
っ
せ
そ
の
代
の
初
に
て
う
た

て
や
歌
に
し
ら
ぬ
こ
と
わ
り
／
い
つ
く
ま
で
我
を
は
の
せ
て
ふ
な
こ

共
」
一
行
分
あ
け
て
「
中
／
＼
に
散
ま
で
は
見
し
山
桜
花
の
盛
を
面

影
に
み
て
」
「
去
嫌
故
実
」
「
秘
歌
」
「
宗
長
テ
ニ
ハ
」
を
三
丁
に
わ

た
っ
て
付
載
。

注付
載
は
じ
め
の
付
句
と
和
歌
一
首
は
、
⑦
こ
の
二
句
は
永
正
本
に

な
い
＠
句
と
和
歌
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
＠
連
歌
作

例
本
文
と
の
記
載
要
領
が
異
る
こ
と
か
ら
、
連
歌
作
例
の
本
文
と

は
考
え
な
い
。

噌－
A

n
D
 

二
、
国
文
学
の
σ
叩
乱



縦
一
四
・
七
糎
×
横
一
九
・
三
一
糎
。
表
紙
無
地
標
格
紙
。
題
答

は
な
く
、
表
紙
左
端
上
に
後
人
の
筆
で
「
連
歌
作
例
」
と
打
ち

つ
け
書
き
。

一
面

一
一
一
行
。
袋
頼
、
墨
付
二
七
枚
、
遊
紙
末
尾
に
一
枚
。
永
正
九

年
菊
月
日
の
奥
書
。
以
下
永
正
本
と
称
す
。

は
じ
め
に
永
禄
本
と
同
じ
（
欠
字
二

O
字
を
含
め
）
序
文
を
お
き
、

次
に
「
さ
く
ら
そ
わ
か
ぬ
峰
の
白
雲
」
以
下
の
例
句
と
そ
の
解
説
と

い
う
大
綱
に
お
い
て
は
永
禄
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
所
収
項
は
七
項

多
い
九
一
項
、
例
句
数
は
五
八
句
多
い
一
二

O
句
を
収
録
、
末
尾
に

丁
を
替
え
「
セ
ボ
子
二
付
テ
有
ヲ
癖
ト
云
肉
ニ
ア
ル
ヲ
庁
と
云
」
の

異
文
書
き
入
れ
。

〈
両
室
田
の
比
較
〉

永
禄
本
の
八
四
項
と
例
句
一
五
二
句
は
、
永
正
本
の
九
一
項
二
一

O
句
の
中
に
す
べ
て
含
ま
れ
、
永
禄
本
の
独
自
項
、
独
自
句
は
な
い

の
で
永
正
木
は
永
禄
本
を
増
補
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
童
聞

の
関
係
を
項
目
、
例
句
、
本
文
の
異
同
か
ら
み
て
ゆ
く
。

項
目

永
正
本
に
あ
っ
て
永
禄
本
に
な
い
項
目
は
、
第
七
二
一
・
八
五
・
八

六
・
八
七
・
八
八
・
八
九
・
九
一
の
七
項
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
七

三
項
は
（
同
筆
）
本
来
四
行
分
の
と
こ
ろ
に
入
行
書
き
込
ま
れ
て
い

る
た
め
に
字
体
が
細
く
、
加
筆
の
形
を
残
し
て
い
る
。
第
八
五

1
八

九
・
九
一
の
六
項
は
、
い
ず
れ
も
本
歌
を
も
と
に
し
た
付
合
で
、
永

禄
本
に
は
こ
の
種
（
本
歌
）
の
付
合
例
が
一
項
も
な
い
こ
と
か
ら
、

永
正
本
の
新
し
い
加
筆
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

両書共通の項目八四項のうち両書の項目本文が一致する

のは二九項で、六割強の五五項には異同が認められる。そ

の主要箇所五項を例示する。

75 9 6 5 2 

と方み柳なせ前 て是 付是 し、是 り是
いはえかとでは し、tま るは v、v:t. t主
へあぬ枝い柳梅 ＂＂＂」~－ 也に オつは； も 永
りるとにへのか りそ の くの の
にな匂る校か と ナ,......__,. る字 P寸4ー一， 

詩りへをにを し、 を をに を 禄
の後と取さ桜 ふ》 様 もあ せ
友はもてか花 p寸~」－ 主stこ ん

は琴詩酒 さ梅せに と
也きてり 本

い くかてに あ エ玉
付侍なから与しほ Tこ ,i) 事

にのははかは り を

のを後もかほま て是 に是 是 是
友取はさ与はへ こは： のt主 は： は：

はて琴詩酒 くはせは そこ 字に は； も 永
い琴酒 らやて梅 とそ

様也字の
の の

か はなとか 成に ，寸~ー， 寸炉4ーー・
にのの見えきい与 あ を 正
と友＝ かへを Tこ あ あ と
いは友ぬ枝る桜 る fこ Tこ '/J、
へあととにをの 也 り る む 本
りるいい匂取花 何 口 成 る
にへへへてに と 伝 な
詩るりと梅に し の り

内
ノ
臼

ρ
口

例

句

永
禄
本
の
例
句
数
は
一
五
二
旬
、
永
正
本
の
例
句
数
は
一
二

O
句

で
、
永
禄
本
の
例
句
は
す
べ
て
永
正
本
に
含
ま
れ
る
。
両
書
の
例
句

の
増
減
を
対
照
表
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



項目番号
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

諸本

永禄 本 2 2 

永正 本 3 3 2 3 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 

以下72項まで永禄本永正本と

1 5 2句

2 1 0句

1十

も例句数は同じ

29 I 30 I 31 25 

76 I 77 I 78 

2 

2 

4 2 

2 

2 

上
の
表
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
永
禄
本
の
例
句
数
は
第
一
項
か

ら
第
三
九
項
ま
で
は
一
一
項
に
一
句
づ
つ
で
、
第
三

O
項
以
下
最
終
項

ま
で
は
二
句
か
三
句
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
永
一
正
本
は
、
第
一
一
項

か
ら
最
終
項
ま
で
二
句

1
三
句
を
例
示
す
る
。
し
た
が
っ
て
永
正
本

の
増
加
は
、
第
一
項
か
ら
第
二
九
項
ま
で
の
各
項
に
プ
ラ
ス
さ
れ
た

分
三
四
句
と
、
第
三
一
三
項
・
第
七
七
・
七
八
・
七
九
・
八
三
項
の
加

筆
分
九
句
と
、
増
補
項
の
一
五
句
、
計
五
八
句
と
な
る
。

永
正
本
の
増
加
が
一
項
に
一
・
二
句
と
い
う
中
で
第
一
一
一
一
一
一
項
は
凹

句
増
で
あ
る
。
そ
の
中
の
コ
一
句
は
本
来
四
行
分
の
と
こ
ろ
に
六
行
書

き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
に
字
体
が
細
く
、
か
つ
五
字
分
下
げ
て
明
ら

か
に
加
筆
の
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三
句
そ
れ
ぞ
れ
に
「
宗

長
」
「
長
」
「
踊
」
と
作
者
名
を
記
し
て
い
る
。
例
句
に
作
者
名
を
付

け
る
の
も
こ
の
項
だ
け
で
、
自
句
に
「
宗
長
」
「
長
」
と
す
る
の
は
宗

長
自
ら
の
住
記
と
し
て
は
不
審
で
あ
る
。
一
項
に
七
句
の
例
句
も
異

例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
増
補
句
の
中
の
第
三
句

う
ら
か
お
も
て
か
衣
と
も
な
し

し
の
の
め
の
朝
の
山
の
う
す
か
す
み

は
、
「
雨
夜
記
」
で
は
〈
か
と
云
手
が
於
葉
〉
の
例
句
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
第
一
一
句
日
の

い
つ
く
に
と
て
か
か
へ
る
か
り
か
ね

こ
萩
原
下
葉
色
付
秋
は
き
て

も
「
か
」
の
付
合
の
用
例
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
は
永
正
本
の
見

出
し
項
の
不
備
l
末
整
理
の
段
階
！
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

両
童
聞
の
友
有
句
一
五
二
句
の
う
ち
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
は
四
九

箇
所
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
五
箇
所
を
例
示
す
る
。
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表
82 79 68 62 61 61 55 54 51 46 40 33 31 16 15 

下 う 朝 う し、 lま 主.；Sζ 春 2/IJ や う き 二日三乙 台、 落
ひ ら ほ れ イコ と 風 そ ら す iJ' き り ら :7k 
も の ら し く を ん ら る わ 台、 ん

タ け さ の は ら か ね 禄
暮 1幻 て ん て

ち 本

I, I 
下 ゆ 朝 哀 山 袖 春 松 わ と 明 位聞 末 tま台、

帯 ふ〉 く さ 路 の 風 そ す j,. ぬ iペコ ""-

暮 も の る ま ら て か ら 永
の り し、 ら ら ん ：わ ん
そ イコ ん て 正
ら く

本、J

同
書
の
異
同
は
、
項
目
・
例
句
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
一
三
項
で
は

記
述
要
領
に
も
指
摘
さ
れ
る
。

表
春歌是きょ衣 台、 り物とむ そ山
日をはこみに り 故きうあか あ里タ嵐 末跡

忍野取出 ことたはら衣あ限 るし れは うた
心 L とは る 忍 ん そ れ な にの す 世 物 きに 永
也若柴 ての見 歌み れ き に き こみのの よあ

侍はえにた も こ跡てとょうさ りオL 禄
のり歌た これ 忍 と た 住 のかきひ のな
す とりそは ふ為 』主 tこ t主 t主りよし 山こ 本
り あ 台、力、 や 歌あタにけりき 里と
衣 る きり み に れ 嵐 住りはこ いの

りな Tこ こと吹よ と つは
古 なり る そなてき 」ラF くの

春 れ山 取是
、

かし日け世里いは か れ 限 憂 跡
きの野りのはてこ り りよ Tこ
り必＞ ~·こ う物斗とた衣 なりに
しの若 きの侍のるそ きのあ 7司く
らみむ よさりはられ こ山れ
れたら りて〉 歌んも とさな 正
すれさ は：し と し a.とこ

き 住ょ 事き 有 の 歌いと 本
の ふ〉 に つ の
す 力、こ

歌古
や こく t主

り りそ み そタの
衣 あ を あ嵐末
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以
上
、
表
一
〈
〉
三
の
対
照
表
に
み
ら
れ
る
両
書
の
異
同
は
、
永
正

本
が
永
禄
本
の
増
補
本
で
は
あ
っ
て
も
、
両
書
の
直
接
の
関
係
を
否



定するものであろう。

例句の出典

永禄本の例句一五二句のうち出典が明らかな句は一二二

句で、その内訳は次のとおりである。

相尚
能 兼載

,c.,, ’刀＝与て ’刀長＝三2て, 専 万ヒと~
作者

阿 敬 翻 ！｜頂 紙

2 2 3 6 8 8 11 75 数句

新菟 竹林 庫国 新菟竹林新菟林竹 壁 新菟竹林下草老葉草 出
3 3 3 5 8 4 7 2445 

新菟査草
典

1 5 

出 読
関白

日 玄
賢盛 行助 親当

典未詳
人 与 宣

作者不
知

30 1 1 1 1 1 1 数句

新蒐 新菟 新蒐 新蒐 竹林 竹林 竹林 出

1 1 1 1 
典

例
句
で
圧
倒
的
に
多
い
宗
祇
め
七
五
句
の
う
ち
七
十
四
句
ま
で
が

「
巻
葉
」
「
下
草
」
「
萱
草
」
の
自
撰
句
集
に
確
認
で
き
る
も
の
で
、

新
撰
菟
玖
波
集
か
ら
は
僅
か
一
句
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
宗
祇
の
例

句
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
大
部
分
を
上
記
の
三
句
集
に
求
め

た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
専
頃
以
下
の
七
賢
に
つ
い
て
は
、
竹

林
抄
に
属
す
る
も
の
二

O
旬
、
新
撰
菟
玖
波
集
に
属
す
る
も
の
一

O

句
で
あ
る
か
ら
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
作
家

の
作
品
で
は
新
撰
菟
玖
波
集
か
ら
の
例
句
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
竹

林
抄
と
新
撰
菟
玖
波
集
の
両
集
を
資
料
に
し
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。

宗
長
と
兼
載
に
つ
い
て
は
、
壁
草
と
圏
塵
の
自
撰
句
集
を
出
典
と
み

て
問
題
は
な
い
と
思
う
。

以
上
は
現
存
資
料
に
よ
る
検
証
で
あ
っ
て
、
出
典
未
詳
句
の
三

O

を
勘
案
し
て
も
著
者
の
手
許
に
は
現
在
確
認
し
得
な
い
相
当
数
の
資

料
の
存
在
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

右
の
例
句
の
出
典
で
成
立
が
も
っ
と
も
新
し
い
の
は
壁
草
で
あ
る
。

壁
草
に
は
永
正
三
年
（
一
五

O
六
）
成
立
の
天
満
宮
文
庫
本
系
と
永

正
九
年
成
立
の
大
東
急
文
庫
体
系
が
あ
っ
て
、
壁
草
を
出
典
と
す
る

八
句
の
中
に
天
満
宮
文
庫
本
系
に
し
か
み
ら
れ
な
い
三
句
を
含
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
連
歌
作
例
永
禄
本
の
成
立
の
上
限
は
二
応
の
目
安

と
し
て
永
正
三
年
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
序
文
に
言

う
庭
訓
を
受
け
た
先
達
を
宗
祇
と
考
え
る
な
ら
ば
、
宗
祇
の
生
存
中

即
ち
文
亀
二
年
（
一
五

O
二
）
以
前
に
そ
の
稿
は
成
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
木
藤
才
蔵
「
連
歌
史
論
考
下
」
五
九
四
頁
）
が
、
天

満
宮
文
庫
本
「
壁
草
」
は
長
享
元
年
以
降
永
正
三
年
ま
で
の
作
品
を

収
録
し
て
い
て
、
そ
の
中
か
ら
の
引
用
例
句
三
句
の
制
作
年
次
、
が
明

ら
か
で
な
い
現
在
妥
当
性
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
。

次
に
、
連
歌
作
例
永
正
本
の
増
補
句
五
人
句
の
出
典
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
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！｜慎 砲 長 当 載 紙 者

句
1 2 2 3 3 21 

数

林竹 竹林 壁草 竹林 塵園 老葉

1 1 1 3 3 15 
出

新菟 陣千出 下草

1 5 
句
1 湯

山 典

吟

:1!1:1: 
1 

新
菟
I

新
菟
1

新
菟
1

1 221 1 

こ
こ
で
も
宗
祇
の
句
が
圧
倒
的
に
多
く
約
三

O
%に
及
ぶ
。
同
時

に
未
詳
句
が
永
禄
本
の
二

O
%か
ら
四

O
%に
増
え
て
、
増
補
時
に

お
け
る
資
料
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
。
又
、
宗
長
句
の
中
の
〈
い
っ

く
に
と
で
か
か
へ
る
か
り
か
ね
こ
萩
原
下
は
色
付
秋
は
き
て
〉
は

永
正
元
年
十
月
の
出
陣
千
句
第
二
一
に
所
見
の
句
で
あ
る
か
ら
連
歌
作

例
永
正
本
は
、
永
正
一
克
年
十
月
以
降
の
成
立
と
な
る
。

「
雨
夜
記
」
と
の
関
係

「
雨
夜
記
」
（
こ
こ
で
は
床
大
平
松
本
第
七
門
ア
ー
ー
を
た
対
照

と
す
る
。
詳
細
は
拙
稿
「
雨
夜
記
諸
本
考
」
熊
本
女
子
大
学
器
用
昭

日
年
3
月
）
は
連
歌
の
付
合
の
種
々
相
を
例
句
を
示
し
な
が
ら
説
い

た
付
合
書
で
、
両
書
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
以
下
、
相
違
点
と

親
縁
性
と
か
ら
両
書
の
関
係
を
み
る
。

F

但
L

「
連
歌
作
例
」
は
永
禄

本
を
対
象
と
す
る
。

〈
相
違
点
〉

イ

所

収

項
l
！
両
書
の
所
収
項
と
例
句
数
は
次
の
と
お
り
で
あ

る。
連
歌
作
例

雨

夜

記

項
148 I 84 I目

数

例
句
数

拙

雨
夜
記
は
項
目
数
で
は
約
二
倍
、
例
匂
数
で
は
約
三
、
五
倍
の
大

巾
な
増
補
で
そ
れ
だ
け
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。

ロ
構
成
｜
｜
連
歌
作
例
が
例
句
を
挙
げ
た
あ
と
に
、
そ
の
付
け

方
の
解
説
を
添
え
て
い
る
の
に
対
し
、
雨
夜
記
は
は
じ
め
に
付
合
の

型
や
そ
の
説
明
を
お
き
、
例
句
は
そ
の
あ
と
に
示
す
。

ハ
序
文
｜
｜
連
歌
作
例
に
言
う
「
先
達
に
聞
置
き
侍
し
こ
と

を
」
「
忘
却
を
さ
だ
め
ん
た
め
に
か
き
と
ど
む
る
」
を
雨
夜
記
（
但
し

刊
本
）
で
は
宗
祇
老
人
の
校
閲
と
加
筆
と
褒
調
を
得
た
こ
と
、
そ
の

成
立
は
永
正
十
六
年
四
月
十
日
で
あ
る
と
明
記
す
る
。

〈
親
縁
性
〉

右
の
付
に
ふ
れ
た
よ
う
に
序
文
は
「
宗
祇
」
「
成
立
年
次
」
の
有
無

の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
師
説
を
も
と
に
雨
の
夜
に
書
き
と
ど
め
た

と
い
う
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
共
通
性
を
認
め
て
、
親
縁
性
の
第

一
と
す
る
。
第
二
に
、
両
書
は
連
歌
作
例
の
例
句
一
五
二
句
の
約
半

数
に
相
当
す
る
七
一
句
を
共
有
す
る
。
共
有
句
七
一
旬
の
所
属
項
は

四
三
項
で
あ
る
か
ら
、
連
歌
作
例
の
八
四
項
の
六
割
強
が
雨
夜
記
と

重
複
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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しかし、両書共有の四三項七一句は、すべてが両書に同

じ項目の、同じ例句として例示されているわけではない。

その例示の仕方をおおよそ四つに分けると次のようになる。

約同一の例句が両書にほぼ同趣の付合の例句として引

用されている例。（A・B・C・－－は例匂の略符号、（）

内の数字は当該書の項目番号を示す。）

り獣草前 是 るりな止t
（句 tま へかし句
46木は 前 きやーの 連
）の人 句 也う句初

うの を CBA  （にのの 歌
へこ CB A  取 31すし五 CBA  
にと 分 ）るたも f乍
とな （て 事てし
りる 32付 大ま前 仔1
なを ）る 事ては
せ禽 也 なな用

り草木前 前 事あ さ付
（匂 句 れ句
2のは を りとの雨
）上人 取 （も五

にの 分 6一文
BCA とこ EDCBA て CEA＇－..／句字 夜

りと 付 の前
なな や カミUこ
せる （う さ用記
るを 7有 りに

句あ禽獣
、｝ノ

にTこ
置た

的同一の例句が両書に異なった項目の例句として引用さ

れている例

ちの是
たタは
る日漁 連
成と歌
な共に 歌
りにこ BA 
（雁ゑ 作
15のの
）涙つ ¥U 

のれ
お秋

前
句
の
や雨
の

B A  y十~ 夜

付記
（た
5る
）句

例連歌作例が一つの項に引用する例句三匂を雨夜記で

は別の二項に分けて引用する例

へを誰
な分と
り別云 連
（しは
38かし、BA 歌
）たつ

きく 作
こと
こし、 例
ろへ
はる

と 付い
て たつ
と るく
Z三 句と 雨

A 句 B，.....＿云
9を

様付
）分夜
力、

（あ fこ
95り き記、、J

事
を

ヴ

t
n
h
U
 

同連歌作例が一つの項に引用する例句一句を雨夜記で

は二つの項に引用する例

り是
とは
云ま 連
様て
にと 歌
付いBA 

（なへ 作
64せる
）りを ¥U 

台、

き

ま り前
て な句
と しの雨
Z三 た心

A 於i葉与がAるを句あ夜
（ら

,....._ 31ぬ
78大 ）さ 記
）切 ま

也
取

こ
の
よ
う
に
同
一
の
例
句
が
両
書
に
さ
ま
ざ
ま
な
付
合
の
用
例
と



し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
四
三
一
項
の
中
の
六
割

強
は
ほ
ぼ
同
趣
の
付
合
の
引
用
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
「
雨
夜
記
」
の
例
句
が
「
連
歌
作
例
」
の
例
句
一
五
二
句
の

中
の
七
一
句
を
共
有
し
、
し
か
も
そ
の
例
句
の
所
属
す
る
項
目
も
六

割
強
が
ほ
ぼ
同
趣
の
付
合
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
又
、
共
有
項
の
排
列

順
序
が
連
接
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
「
連
歌
作
例
」
が
「
雨
夜
記
」

の
基
礎
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

宗
祇
の
校
閲
と
加
筆
と
を
得
た
と
い
う
最
初
の
付
合
書
は
、
一
項

に
例
句
一
句
程
度
の
、
「
連
歌
作
例
永
禄
本
」
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
永
正
本
は
こ
れ
に
例
句
の
倍
増
を
意

凶
し
た
も
の
の
第
幻
項
ま
で
で
完
成
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

r」
の
「
連
歌
作
例
永
禄
本
」
を
も
と
に
、
さ
ら
に
項
目
の
修
整
や
例

句
を
加
え
て
大
部
の
付
合
書
と
し
て
纏
め
た
も
の
が
「
雨
夜
記
」
で

あ
る
が
、
序
文
は
「
連
歌
作
例
」
具
備
の
も
の
が
本
来
の
自
序
と
思

わ
れ
、
刊
本
「
雨
夜
記
」
の
も
つ
「
宗
祇
老
人
云
々
」
の
政
文
は
、

あ
る
い
は
伝
来
の
過
程
で
加
え
ら
れ
た
後
人
の
手
に
な
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
宗
長
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
、
宗
祇
の
褒
調
に
よ
る
権

威
付
け
が
そ
う
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

l) 

注
但
し
永
正
本
の
増
補
句
五
人
句
の
中
に
「
雨
夜
記
」
と
の
共
有
句

が
九
句
あ
り
、
そ
の
中
に
第
三
十
三
項
の
加
筆
挿
入
と
思
わ
れ
る
句

を
含
ん
で
い
る
の
で
、
雨
夜
記
と
永
正
本
と
、
か
全
く
関
係
が
な
い
と

は
言
い
切
れ
な
い
。

。
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